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1. 本誌 は､物性 の研究 を共同 で促進 す るため､研究 者 がその研究 ･意
見 を自由 に発表 し言寸諭 しあい､ また､研究 に関連 した情報 を速 や か
に交換 しあ うことを目的 と して､毎 月 1回編 集 ･刊 行 され ます｡渇
載 内容 は､研究 論文､研究会 ･国際会議 な どの報告､講義 ノー ト､
研究 に関連 した諸 問題 につ いての意 見､ プ レプ リン ト案内､ ニ ュー
スな どてゝす ｡
2. 本誌 に掲 載 され る論文 につ いては､原則 と して審査 を行 ない ませ
ん｡但 し､編 集者 が本誌 に掲載 す ることを著 しく不適 当 と認 めた ち
の につ いては､改訂 を求 め､ または掲 載 を拒絶 す ることが あ ります｡
3. 本誌 の掲載 論文 を他 の学術 ∃唯誌 に引用す ると きは､著者 の承諾 を
得 た上 で PriVate communication 三扱いに して下 さい｡
投稿規定
1. 原稿 は400字詰原稿 用紙 を使 用 し､雑誌 のペ-ジ数 を節約 するため
に極 力簡潔 にお書 き下 さい｡
2. 原稿 は 2部 (オ リジナ ル原稿 及 び コピー)提 出 して下 さい ｡
3. 数式 ､記号 の書 き方 は progress,Journalの投稿 規定 に準 じ､
立体 "[ "､ イタ リック "～ "､ ゴシ ック "､ノ〉"､ギ リシャ文字 "ギ"､
花 文字 ､大文字 ､小 文字等 を赤 で指 定 して下 さ い ｡ 又特 に区別 しに
くいOとaと0(ゼ ロ)､ uとnとr､Cとe､ 1(- ル)と1(イチ)､Xと×(カケ
ル)､ uとV､ †(ダガー)と+ (プ ラス)､4･と少とF'と¢等 も赤 で指定 し
て下 さい ｡
4. 数式 は 3行 にわた って大 き く書 いて下 さい｡
5. 1行以内 にお さま らをい可能性 の あ る長 い数式等 は必ず-改行 の際
の切 れ 目 を赤 です旨定 して下 さい.
6. 図 は その まま印刷 で きるもの (原則 と して トレー ス された もの)
とその コピー を本 文 と別 に論文末尾 に揃 え､図 を入 れ るべ き位置 を
本 文の欄 外 に赤 で指 定 して下 さ い ｡ 図 の縮 尺 ､拡 大 は致 しませ ん ｡
図 の説 明 を含 め 1頁 (13×19cnf)以内 に入 らない もの､ その まま印
刷 で きをい図 は原則 と して著 者 に返 送 し､書 き改 めていただ きます｡
国 中の文字 は.i舌字 にいた しませ ん｡図 の説明は別紙 に書 き､ 原稿 に
添 えて下 さ い ｡
7. 投稿 後の原稿 の訂 正 は で きるだけ避 けるよ うに して下 さい ｡
8. 別刷 御希望 の方 は投稿 の際 に50部 以上10部単位 で お申込 み下 さい｡
別刷 代 は別刷 代金 表 (当会 にご請求下 さい) に従 い､別刷 を受取 っ
て か ら 1ケ月以内 に納 めて下 さい ｡ (郵便切 手 によ る受付 はいた し
ません｡)
9. 原稿締 切 日は毎 月 5日で､原則 と して次 月発行誌 に掲載 され ます ｡
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掲 示 板
九州大学理学部物王撃学教室託手芸草
九州大学だ学部物真空聖教室二王庄一
軌埼 軍
九州大学理学部物理学教室では､下記の要領で助手を公賓致しますので､
適任者の推薦､応募をお願い申し上げます.二､
記
公募人数: 助手 1名
所属部門; 教授川崎恭治､助教授小杯謙二､助手関本謀が在職中の研究室
専門分野 統計力学､物性理論
着任時期: 決定後できるだけ早く
提出書類: 履歴書､研究雁､研究計画､論文 リス ト､主要論文別剤､
着任可能時期､推薦の場合は上記の他に推薦書
公募締切: 1988年 6月30日
宛 先 : 〒812 福岡市棄区箱崎 6-10-1
九州大学理学部物理学教室主任
岡崎 篤
連絡問い合せ先: 同大学同教室 川崎恭治 電 (092)641-1101
内輝4152
尚､ 助手応募苦茶｣と朱書し､郵送の場合は書留としてください.
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編集部より
最近英文による投稿がいくつかあります｡当誌としましては,読者が広範囲で非専門家に
もわたっていることと,手軽に読めるようにするため,原則として,和文による論文を掲
載する方針です｡御協力をお願い致します｡
★
1988年度 ｢物性研究｣会費納入について
★ ★
1988年度はVol･50No.1-6(1988年 4月-9月)及 び Vol.51No.1-6(1988年10月-
1989年 3月)となります｡
一般個人は前納制となっておりますので,1年分98,400(1volumeは94,200)をお支払
い下さい｡御送金は本号にとじこみの郵便振替用紙を御利用下 さい｡
発送の準備もございますので,御送金はできるだけはやめにお願 い したいと存じます｡
なお,中止は巻の切れめでな い と で き ま せ ん の で , 1987年度 の Vol.49No.6 ('88 3月号)
で中止を御希望の 方 は 至 急 御 連 絡 下 さ い ｡
′■■■-ヽ ■ヽ～
(御本 人 か ら の 退 会 連 絡 が な い 場 合 は , ひ き つ づ き発送 されてしまいます ので御 注 意下 さい｡)
滞 納 金 の あ る 方 は , は や め に 御 清 算 下 さ い ま す よ うお願 い申 しあ げます｡
物 性研 究編集 部
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編 集 後 記
先頃,基研で行われた研究会,世話人氏が研究の現状を半ば冗談めかして ｢タコツポ型｣と
｢ナメクジ型｣に分類 したのが妙に印象に残っている｡ユーモラスな絵に誘われて,その場は
｢ア- ツー ｣ と気軽に笑っていたが,よく考えてみると,タコツボ,ナメクジという言葉から
ありきたりに連想するイメージを越えてなかなか意味深長だと思える0
普通はタコツボという言葉からは閉ざされた世界に埋没し,狭い関心事にとらわれている負
の面が強調される｡反面,自己の立場が定まっていて周囲の流行に気をとられることもなく,
こだわりを持って悠々自適という面もある｡ナメクジは逆に狭い分野に閉じず広い視野で好餌
を求めて周辺を俳禍 し,それ故に ｢アツこんな場所に｣という神出鬼没の意外性はあるが,足
跡が定かでない｡いずれにしても,どちらの型が良いか悪いかではなく本人が意識してるかど
うかがポイントだろう｡ずい分以前に垂直思考,水平思考という言葉が流行したが,垂直に掘
り下げるか,水平に切 り拓くかというとらえ方も出来るだろう｡
年末年始の酒席で座興に ｢タコツボ型｣ ｢ナメクジ型｣から何をイメージするか聞いてみた｡
いまさらながらに,人様々｡さて読者,諸兄姉は何をイメージされますか｡あなたは,どちら
の型,それとも別の型?
ところで本誌の性格は? 諸兄姉からの記事にかかっています｡ぜひ,紙面作りに参加下さ
い｡
(Y.A)
物 性 研 究 第49巻第5号 (昭和63年 2月号) 1988年2月20日発行
発行人 小 貫 明 〒606 京都市左京区北白川追分町
京都大学湯川 記念 館 内
印刷所 昭 和 堂 印刷所 〒606 京都市百万辺交叉点上/レ東側
TFJL(075)721-4541-3
発行所 物性研究刊行会 〒606 京都市左京区北白川追分町
京都大学湯川記念 館 内
年額 15,600円
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員の方で特に必要な楊合は通信欄にて
ご請求下さい｡
3. 払込通知票は､機械で使用 しますので
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さい,
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欄
この払込通知票は､梅城で使用しますので､下部の欄を汚さないよう特に御注
意くださいOまた､春雲を折り曲げたりしないでください. (郵 政 省)
会員規定
個人会 員
1.会 費 :当会･の会 費は前納 制 をとってい ます｡ した がって､ 3月末 ま
で にな るべ く 1年 間分会 費 を御 支払 い下 さい｡
なお新規入会 お申込 みの場 合 は下 記 の会 費以外 に入会金 と し
て､100円 お支払 い下 さ い ｡
1年 間の会 費
lstvolume (4月号 ～ 9月号) 4,200円
2ndvolume(10月号 - 3月号) 4,200円
計 8,400円
(1年分 ま とめて お支払 いが困難 の向 きは 1volume 分 ずつ で も
結構 です)
2. 支払 いの際 の注 意 :な るべ く振 替 用紙 を御利 用の上御納 入下 さい｡
(振 替貯 金 口座 京都 1-5312) (現金 書留 は御遠慮下 さい)
なお通信欄 に送金 内容 を必ず明記 して下 さ い ｡
雑誌購 読 者以外 の代理 人 が購読料 を送金 され る場 合 ､必ず＼会員本
人の名前 を明記 して下 さ い ｡
3. 送本 中止 の場合 :次 の volumeよ り送本 中止 を希望 され る場 合 ､
かな らず ｢退 会届｣ を送付 して下 さい ｡
4. 会 費 の支払遅 滞 の場 合 :当会 の原則 と しては､正 当 な理 由 を く2
vols.以上 の会費 を滞納 された場 合 には､送本 を停 止 す ることにな
ってい ますので御留 意下 さい｡
5. 一括 送本 を受 け る場 合 :個 人宛送本 中 に大学等 で一括 配布 を.受け
る様 になった場合 は､必ず ｢個 人宛送本 中止 ､一括 配布希望｣ の過
知 を して下 さ い ｡ 逆 の場 合 も同様 です ｡
6. 送本 先変更 の場合 :住 所･､勤務 先 の変更等 によ り送本先 が変 った
場合 は､必 ず送本先変更届 を提 出 して下 さい｡
学j校､研 究所等機関会員
1. 会 費 :学校 ･研 究所等 での入会及 び個 人 で あって も公費払 いの と
きは機 関会員 とみ な し､代金 は､ 1冊 1,300円､ 1Vol.7,800円､
年間15,600円 です｡ この場合 ､入会金 は不用 です｡学校 ､研 究所 の
会 費の支払 いは後払 いで も結構 です ｡ 入会 申込 み をされ る時 ､支孤
いに請求 ､見積 ､納 品書が各何 通必要 かをお知 らせ下 さい｡
なお､ 当会 の請求 書類 では支払 いがで きない様 で した ら､貴校 ､
貴研究機 関の請求書類 を送付 して下 さい｡
2. 送本 中止 の場合 :発行途 上 にあ る volumeの途 中送本中止 は認 め
られ ませ ん｡退 会 され る場 合 には､ 1ケ月前 ぐらい に中止時 期 を明
記 して ｢退 会届｣ を送付 して下 さい｡
雑誌未着 の場合 :発行 日よ り6ケ月以 内 に当会 まで ご連 絡下 さい｡
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